
バイオマスエネルギーの地域自立システム化実証事業

「バイオマスエネルギー地域自立システムの

導入要件・技術指針」の手引き

「バイオマスエネルギー地域自立システムの

導入要件・技術指針」の手引き

ダウンロードはこちら↓



基礎編 実践編
（木質バイオマス編 / メタン発酵系バイオマス編）

「バイオマスエネルギー地域自立システムの導入要件・技術指針」（以下、ガイドライン）は、これからバ

イオマス事業を検討する読者が、検討の進め方やリスクを正しく理解し持続的な事業を実現するために必要な

情報をとりまとめたガイドラインです。重要なポイントのみをまとめた「基礎編」と詳細な解説やデータを

まとめた「実践編」で構成されています。いずれも以下のWebページからダウンロードできます。

ダウンロード用URL︓https://www.nedo.go.jp/library/biomass_shishin.html

ガイドラインの全体像1.

基礎編と実践編の比較

ガイドラインの
内容

ページ数

対象フェーズ

実施事項・
意思決定フロー図

実施事項の解説

事業リスク・
留意事項の解説

チェックリスト

ＦＳ・実証
事業者の工夫

事業性・地域経済性の解説

バイオマス原燃料・技術
の基礎知識の解説

基礎編

７０頁（木質、メタン）

フェーズⅠ：構想段階

フェーズⅡ：ＦＳ段階

あり

あり (概説 )

あり ( 主要項目のみ )

抜粋版のみ

なし

なし

なし

実践編

木質編：約５７０頁
メタン編：約４８０頁

フェーズⅠ：構想段階
フェーズⅡ：ＦＳ段階
フェーズⅢ：設計施工段階
フェーズⅣ：運転段階

あり【第２部】

あり ( 詳述 )【第２部】

あり ( 詳述 )【第２部】

詳細版【第２部】

あり【第２部】

あり【第１部】

あり【第３部】

木質系
（約 570 頁）

メタン
発酵系
（約 480 頁）



「基礎編」はこれから構想および FS を開始する読者向けに、バイオマスエネルギー事業のポイントを取りまとめ

た書です。「第 1 章 バイオマスエネルギー事業をはじめるために」では、検討開始前に知っておきたい事業実施

意義、設備選定や原料調達の基本的な考え方について整理しています。

「第 2 章 構想～ FS 段階の検討の流れ」では構想段階および FS 段階における具体的な実施事項と次のステップ

に進むための判断基準、意思決定の考え方についてフローチャートで整理しており、事業の全体感をつかむこと

ができます。

基礎編の概要2.

構想～ FS 段階の検討の流れ

バイオマス事業の具体的な実施事項と
意思決定の考え方を概説

バイオマス事業の実施意義や原料調達、
設備選定の基本的な考え方を概説

バイオマスエネルギー事業を
はじめるために１第　 章

2第　 章



実践編の概要 その 13.

第1部 持続可能なバイオマスエネルギー事業を始めるために
1章 本書の使い方と構想から実現までの実施事項
2章 バイオマスエネルギーの事業環境
3章 NEDO バイオマスエネルギー地域自立システム化実証事業
4章 バイオマスエネルギー利用の3つの意義

4.1. 経済（事業性）としての意義
4.2. 地域社会および環境に対する意義

第2部 バイオマスエネルギー事業の導入要件・技術指針
1章 バイオマス利用システム全体に係る留意点と解決策

構想段階／FS段階／設計施工段階／運転段階
2章 バイオマス調達に係る留意点と解決策

構想段階／FS段階／設計施工段階／運転段階
3章 エネルギー・副産物利用に係る留意点と解決策

構想段階／FS段階／設計施工段階／運転段階
4章 エネルギー変換設備に係る留意点と解決策

構想段階／FS段階／設計施工段階／運転段階

検討初期に理解すべき
• 事業環境
• バイオマス事業の意義

チェックリストに基づく運転開始までの
• 実施事項
• 留意事項
• 解決策（FS、実証の成果）

事業開始の動機付けを
高めるパート

バイオマス事業の成功確率を
高めるパート

第3部 木質バイオマスエネルギー／メタン発酵技術に係る基礎知識
1章 木質／メタン発酵系バイオマス原料および燃料に係る基礎知識
2章 バイオマスエネルギー／メタン発酵設備・技術に係る基礎知識

第2部導入要件・技術指針の
補足情報

「実践編」は基礎編に記載されている実施事項や留意事項等についてデータや解説とともに詳述した書であり、以

下のとおり 3 つのパートから構成されています。

第 1 部「持続可能なバイオマスエネルギー事業をはじめるために」では本ガイドラインおよび NEDO による

「バイオマスエネルギーの地域自立システム化実証事業」について概説するとともに、政策動向等の事業環境、バ

イオマスエネルギー事業実施に係る意義（事業性、地域経済効果等）について示しています。

第 2 部「バイオマスエネルギー事業の導入要件・技術指針」は事業の構想段階から運転段階までの実施事項

と留意事項を記載しています。実施事項については、基礎編で示した構想段階～ FS 段階の実施事項をベースに、

より具体的な内容を整理しています。

第 3 部 「バイオマスエネルギーに係る基礎知識 」は第 2 部の補足のための参考資料としての位置づけであり、

バイオマスエネルギーの原料・燃料および技術等に関する基礎的な情報を整理しています。



実践編の概要 その 24.
その１︓実施事項と意思決定の流れを解説
実践編のメインである「第２部」では、各章ごとに実

施事項の解説と次のステップに進むための考え方を整

理しています。

木質バイオマス、メタン発酵系バイオマスそれぞれの

全体フローおよび実施事項は基礎編および実践編第 2

部冒頭にあります。

その２︓チェック事項とポイントを解説
各章では重要度別のチェックリストを記載し、その解

説や詳細な留意事項、関連データや参考文献について

整理しています。

バイオマスエネルギー技術の概要等の具体的な知識項

目は「第３部 知識編」に取りまとめています。

その３︓FS・実証事業者の工夫を解説

チェック事項に対して、NEDO「バイオマスエネルギー

の地域自立システム化実証事業」の各事業者（FS、実

証）が検討した解決策や取組の工夫を取りまとめてい

ます。

その４︓実証事業者の地域経済効果の提示

「第１部」では実証事業における具体的なデータを用い

て、実際の地域のサプライチェーン全体の経済波及効

果を分析した結果を提示しています。



本書は前述のとおりバイオマスエネルギー事業を計画している、または既に取り組んでいる事業者を対象に、実現ま

での各フェーズで知っておくべき基礎情報や留意事項について網羅的に整理しています。まずは「基礎編」の構想段

階から運転段階までの実施事項一覧およびフローチャートを通読の上、読者（事業者を想定）が現在取り組んでいる

フェーズにおける必要項目から参照頂く使い方を想定しています。

本書ではそれぞれの実施事項において、過去の国内事例が直面した課題をもとに、「落とし穴」（留意すべき事項）を

まとめたチェックリストを載せています。

まずは基礎編または実践編第 2 部冒頭に記載しているチェック項目を確認し、「〇」をつけることが難しい箇所や不

明な点について、実践編（第２部および第３部）を逆引き的にお読み頂く使い方も有効です。

本書の使い方①︓読者の現在の事業進捗に対応する必要情報・留意事項を参照

本書の使い方②︓チェック項目からの逆引き的な利用

ガイドラインの使い方5.

「基礎編」および実施事項一覧表とフローから
「現在地」を把握

チェック項目一覧表で「事業リスク」の確認

○
△

該当する項目を確認

該当する項目を確認

メタン
発酵系
（約 480 頁）

木質系
（約 570 頁）

木質系
（約 570 頁）

メタン
発酵系
（約 480 頁）



〒212-8554 神奈川県川崎市幸区大宮町 1310 ミューザ川崎セントラルタワー

Tel 044-520-5271　Fax 044-520-5276
https://www.nedo.go.jp

新エネルギー部




